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1）伊豆半島東方沖の活動 

 3月に起きた伊豆半島東方沖地震は減少しながらも続いていたが 6月 25日より活発になり伊東

港沖で活動していた。その活動は 9 月に一度低下したがその後もずっと続いている。深さは 8～

10km 位。11 月に観測された地震数は 154 個であった。マグニチュードは M3.0 が最大で,多くは

M1 前後の地震である。東経 139 度線と緯度 35 度線の交点付近の内陸部にも M0.5～M1.7 の極微

小で深さ 3.7km～6.4 kmの地震が見られる。 

 大島の西 10ｋｍの場所で 11/23から 11/27にかけて深さ 10km程度で最大Mが 2.9の地震が群発

した。観測された地震数は 19個である。 

２）神津島付近の地震 

 12月 6日 8時 57分にM4.1の地震（2.1ｋｍ）が起きている。メカニズムは北西－南東圧縮軸の

逆断層型となっている。他にも周辺でM3.0以上の地震が 8個発生している。深さは 1～2kmで浅

い。 

３）神奈川県西部の地震 

 11月 1日と 4日に神奈川県西部（小田原周辺）でM4.2とM4.5の地震が続けて起きた。震源は

ほぼ同じ場所で,深さは約 12ｋｍである。メカニズム解はどちらも北西ー南東の圧縮軸を持つ逆断

層である。 

４）伊東沖群発地震の震源を再決定した。（1995年～1997年） 

（文責 荻野 泉, 萩原弘子） 
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第１図 伊豆半島とその周辺の地震活動（1997年 11月～1998年 1月） 

Fig.1 Seismicity in and around the Izu Peninsula (Nov., 1997-Jan., 1998). 
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第１図 つづき 

Fig.1 (Continued) 
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第１図 つづき a) 時空間分布図，b)主な地震活動（M≧3.5） 

Fig.1 (Continued) a) Time-Space Plot. b) Major Earthquakes (M≧3.5). 
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第２図 新島・神津島付近の地震活動（1997年 11月～1998年 1月）。 a) 震源分布図 b) 時空間分布図 

Fig.2 Seismicity in and around the Niijima and the Kouzushima Island (Nov., 1997-Jan., 1998). 

 a) Hypocenter distribution b) Time-space plot 
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第３図 伊豆半島とその周辺の地震活動 1997年 a) 震源分布図 b) 時空間分布図 

Fig.3 Seismicity in and around the Izu Peninsula 1997. a) Hypocenter distribution b) Time-space plot 
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第４図 伊東沖群発地震活動の震源再決定（1995年～1997年） a) 震源分布図 

Fig.4 Re-culculatied hypocenters of the swarms occurred off shore Ito during 1995 to 1997. a) Hypocenter distribution 
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第４図 つづき b) 再決定震源の深さの時間変化 c) 群発地震開始時の震源の深さの時間変化 

Fig.4 (Continued) b) Depth changes of the re-calculated hypocenters during the swarm in 1997. c) Depth changes at the biginning of the swarms. 
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第５図 伊東港沖の地震活動 

Fig.5 Seismic Activitiy off the Ito bay. 
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